
1. マーケット・レート
12月18日 12月21日 12月22日 12月23日 12月24日 Net Chg

USD/BRL Spot 3.9830 4.0100 3.9890 3.9410 3.9390 -0.0020
BRL/JPY Spot 30.45 30.18 30.35 30.66 30.56 -0.10
EUR/USD Spot 1.0863 1.0923 1.0954 1.0911 1.0944 +0.0033
USD/JPY Spot 121.27 121.07 121.06 120.87 120.37 -0.50

6MTH(p.a.) 15.09 15.17 15.16 15.13 14.64 -0.4876
1Year(p.a.) 15.88 15.97 15.85 15.82 15.09 -0.7349
6MTH(p.a.) 3.172 3.235 3.163 3.134 3.134 u.c.
1Year(p.a.) 4.070 4.214 4.161 4.172 4.172 u.c.

株式 43,910.60 43,199.95 43,469.52 44,015.83 44,014.93 -0.90

CDS 490.04 502.95 506.85 494.33 489.93 -4.40

商品 172.158 172.423 171.953 175.217 176.039 +0.822

* これらはｲﾝﾀｰﾊﾞﾝｸ市場等におけるﾌﾞﾗｼﾞﾙ市場終了時のｲﾝﾃﾞｨｹｰｼｮﾝです。実際のﾚｰﾄ提示は弊行担当ｱｶｳﾝﾄ･ｵﾌｨｻｰまでお問い合わせ下さい。

2.週間市況 、トピックス

3.今週のチャート＆ハイライト

出所：Bloomberg
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レヴィ財務相更迭、バルボーザ新財務相就任

21日、バルボーザ財務相が正式就任した。財政改革路線

を推進しようとしたレヴィ前財務相は政府や与党からの圧

力により1年で更迭された。後任のバルボーザ財務相は社

会福祉改革や金融流通税などの復活を検討しており、財

政改革路線を引き続くと見られているが、政策はより緩和

的になると言われている。マーケットはこの交代劇に対して

冷静ながらもネガティブに受け止めており、ドルレアルは9
月のS&Pによるブラジル格下げ以来の安値となる4.0400
を示現した。CDSは8月以来の水準まで上昇し、ボベスパ

指数は8月につけた年初来安値を伺う動きとなっている。
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• 今週のレアルは3.9770で寄り付いた。レヴィ氏に代わりバルボーザ新財務相が正式就任し、ブラジルにおける財政改革の
流れが後退するとの懸念からレアルは売られて週間安値となる4.0400をつけた。しかし、具体的な新政策の発表は来年に
なることから、様子見ムードで更に下値を追う動きは限定的となりレアルは4.00を挟んでの揉み合いとなった。ボベスパ指
数は9月以来の安値を更新した。

• 中銀によるアナリスト予想集計では、2015年の経済成長率予想が-3.62%から-3.70%に、2016年分は-2.67%から-2.80%
に11週間連続の下方修正となった。2015年のインフレ率予想は10.61%から10.70%へ14週間連続で上方修正された。
2016年のインフレ率予想は6.80%から6.87%へ上方修正さらた。来年末の政策金利予想は14.63%から14.75%へ5週間
連続の上方修正となった。市場参加者によるブラジルへの見方が更に悪化していることが示された。

• 週央からはクリスマスを控えて市場参加者が減少する中、動意に乏しい展開となった。中国の中央経済工作会議で経済て
こ入れのための追加措置が発表されたことを受けてアジア株式市場が堅調推移したことや、米国の第3四半期GDP確報値
が個人消費の寄与で予想を上回ったことなどから総じてリスクオンの動きとなった。流動性が薄い中、年末に向けた資金確
保のインフローも散見され、レアルは堅調に推移した。

• 中銀が公表した第4四半期のインフレーションレポートでは予想通りインフレ率が上方修正された。2016年の予想は前回の
5.3%から6.2%に修正され、2017年も4.8-5.5%に上方修正された。

• 24日はクリスマスイブで午前中のみの取引となったが、引け間際に週間高値となる3.9370を示現し、そのまま3.9390で越
週した。
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4.来週の為替市場注目点

予想ドル・レアル相場レンジ：3.85－4.05

国 予想 実績 前回

米 新規失業保険申請件数 270K 267K 272K
米 失業保険継続受給者数 2200K 2195K 2242K
米 ﾌﾞﾙｰﾑﾊﾞｰｸﾞ消費者信頼感 -- 42.2 40.9

6.来週発表される主要経済指標

国 日付 期間 予想 前回

ブラジル 12/28 中央政府財政収支 Nov -12.8b -12.3b

ブラジル 12/28 貿易収支(週次) Dec-27 -- $850m

米 12/28 ﾀﾞﾗｽ連銀製造業活動 Dec -6.0 -4.9

ブラジル 12/29 FGVｲﾝﾌﾚIGPM(前月比) Dec 0.57% 1.52%

ブラジル 12/29 FGVｲﾝﾌﾚIGPM(前年比) Dec 10.63% 10.69%

ブラジル 12/29 基礎的財政収支 Nov -14.0b -11.5b

ブラジル 12/29 Nominal Budget Balance Nov -43.2b -29.4b

ブラジル 12/29 純債務対GDP比 Nov 34.2% 34.2%

米 12/29 消費者信頼感指数 Dec 93.8 90.4

米 12/30 中古住宅販売仮契約(前月比) Nov 0.7% 0.2%

米 12/31 新規失業保険申請件数 Dec-26 270k --

米 12/31 ｼｶｺﾞ購買部協会景気指数 Dec 50.4 48.7
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5.本日の主要経済指標 

今週はクリスマスと年末年始に向けて市場参加者が減少する中、動意に乏しい展開となった。週初にバルボーザ
新財務相が正式就任し記者会見を行ったが、財政調整路線は継続して行くことが示唆されたたものの、政策は緩
和的になるとの見方が強い。マーケットの反応はレアル売り、株売りだったが、具体的な経済政策については来年
2月以降に発表されると見られており、その後の市場は様子見ムードとなっている。

来週も引き続き市場参加者が少ない中、材料難から動意に乏しい展開が続くだろう。3.9-4.0台前半を中心とした膠
着相場になると予想する。


